
■子ども・子育て世代にとって居場所となる図書館づくり
「こども としょかん」サポートセンターの取組について

令和８年度の新規事業

◆ 書店との連携による読書のまちづくり推進事業

◆ 「図書館を知ろう！」事業

○ 書店との連携による読書のまちづくり推進事業
地域の書店等が、図書館等と連携し、読書振興を図る事業を支援し、読書人口の
拡大に寄与することを目的に、地域の書店等と図書館等による共同事業を行う。

○ 「図書館を知ろう！」事業

子どもたちが図書館や司書について学び体験することを通じ、読書への
関心を高めるとともに、その後の子どもたちがそれぞれの学校において読
書の楽しさを伝えることで、読書への関心を広げる。
「こども としょかん」の取組へ、子どもたちの声を反映を図ることを目的に、
草津市と彦根市で実施する。

事業概要、目的、内容等
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書店等との連携による読書のまちづくり
推進事業

＜事業イメージ＞
・子どもが選ぶ子どもの本発信
・郷土の歴史発掘郷土本紹介
・ブックフェア誘致
・絵本読み聞かせ、子ども読書イベント
・作品の舞台と書店、図書館をめぐる
スタンプラリー
・〇市・町本大賞コンクール
・SDG’ｓ MLG'ｓ本発信・販売

など

読書のすそ野の拡大へ

・読書のすそ野を広げる効果
・書店を含む連携・協力の状況
・地域の特色を活かした取組 などを踏まえ選定

地域の書店等が図書館や学校、その他地域の
読書活動と連携し、読書振興を図る取組を支援。

補助対象：地域の書店等と図書館等による
共同事業

補助金額（上限・定額）：500千円×３地域
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いつでも
どこでも

「こどもとしょかん」

推進事業


